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（松戸市役所福祉政策課地域福祉担当室　047-366-3019）

●松戸市民児協会長挨拶 

●市民児協理事会・部会等紹介 

●委嘱状伝達式・令和５年度総会報告

●表彰・叙勲のお知らせ

●１８地区民児協紹介 

●民生委員活動を通して伝えたいこと

●数字で見る松戸市の民生委員 

●全国共励事業｢ヤングケアラー研修会｣

●広報委員紹介・編集後記

今

号

の

内

容

写真撮影：狩野雅子（令和５年５月）

光と風の広場(２１世紀の森と広場）

上：新遊具｢スパイラルフォレスト｣

下：縄文サークル前のにぎわい



　

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
年
12
月
の
委
嘱
直
後
か
ら
新
た
な
る
事
業
の

推
進
に
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
松
戸
市
民
児
協
理
事
会
も
、
理
事

と
し
て
新
た
に
８
名
の
地
区
会
長
の
皆
様
を
お

迎
え
し
、
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
３
年
間
に
わ
た
っ
て
書
面
開
催
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
定
期
総
会
で
す
が
、
令

和
５
年
度
は
よ
う
や
く
会
場
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
18
地
区
の
代
議
員
の
皆
様
の
ご

審
議
を
い
た
だ
き
、
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
各
地
区
民
児
協
な
ら
び
に
代
議
員
の

皆
様
に
、
理
事
会
を
代
表
し
て
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
５
年
度
活
動
方
針
な
ら

び
に
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
各
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
協

力
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
３
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
民
生
委
員

活
動
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
制
限
を
受
け
る
中
、
私

は
初
委
嘱
以
来
９
期
27
年
の
民
生
委
員
活
動
を

ふ
り
か
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

岡
山
で
の
済
世
顧
問
制
度
の
誕
生
（
大
正
６

年
）
、
大
阪
で
の
方
面
委
員
の
発
足
（
大
正
７

年
）
と
各
地
へ
の
普
及
・
全
国
統
一
制
度
の
確

立
を
経
て
、
戦
後
民
生
委
員
制
度
と
し
て
現
在

に
至
る
ま
で
、
民
生
委
員
制
度
に
は
１
０
０
年

を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の

と
お
り
で
す
。
そ
の
間
社
会
情
勢
の
変
化
と
そ

れ
に
伴
う
要
請
を
受
け
て
、
民
生
委
員
の
職
務

も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
災
害
時
の
委

員
の
あ
り
か
た
と
活
動
へ
の
取
り
組
み
体
制
は
、

平
時
の
準
備
も
含
め
、
民
生
委
員
な
ら
び
に
民

児
協
に
お
け
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

未
曾
有
の
激
甚
災
害
と
い
わ
れ
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
、
県
内
で
も
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
が

出
た
東
日
本
大
震
災
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
、
あ
る
種
の
災

害
と
も
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
発
災
現
場
で
の
災

害
弱
者
へ
の
直
接
支
援
や
、
そ
の
後
の
復
興
事

業
で
の
調
査
活
動
や
支
援
事
業
・
見
守
り
体
制

の
構
築
な
ど
、
民
生
委
員
の
継
続
的
な
活
動
が

社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
阪
神

・
淡
路
大
震
災
後
に
報
道
さ
れ
た
被
災
地
民
生

委
員
の
活
動
は
、
私
の
印
象
に
強
く
残
っ
て
お

り
ま
す
。

　

市
民
児
協
で
も
平
成
18
年
に
、
「
防
災
・
災

害
対
策
検
討
委
員
会
」
（
翌
年
度
よ
り
「
防
災
・

災
害
対
策
連
絡
会
」
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
被

災
地
視
察
や
、
専
門
家
に
よ
る
研
修
な
ど
を
通

し
て
、
平
時
の
防
災
活
動
、
発
災
時
の
支
援
活

動
に
な
お
一
層
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
今
、
社
会
情
勢
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、

そ
れ
に
伴
い
、
国
・
県
・
市
の
福
祉
政
策
や
、

地
域
の
福
祉
関
係
機
関
も
常
に
大
き
く
動
い
て

い
ま
す
。
３
年
の
任
期
の
開
始
に
あ
た
り
、
私

も
市
民
児
協
会
長
と
し
て
決
意
を
新
た
に
、
各

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
時
代
と
人
々
の

要
請
に
応
じ
な
が
ら
、
今
後
も
職
務
を
遂
行
し

て
い
き
ま
す
。

　

各
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
、
特
に
新
任
委
員
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
「
実
践
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
技
術
の
習
得
に
つ
な
が
る
方
法
で
あ

る
」
と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
人
と
人
と
の
直
接
の

つ
な
が
り
に
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員

活
動
に
支
障
が
出
た
時
期
を
経
て
、
皆
様
も
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
以
前
に
も
ま
し
て
実
感
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
諸
先
輩
方
や
専

門
家
の
助
言
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、
ど
う
ぞ
臆

せ
ず
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

近
年
は
福
祉
行
政
と
地
域
社
会
と
の
協
力
や

連
携
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
、
関
係
機
関
の

民
生
委
員
へ
の
期
待
が
一
層
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
民
生
委
員
活
動
に
さ
ら
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各
民
生
委
員
の
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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歴
史
と
先
達
か
ら
学
び
、
民
生
委
員
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う

                 

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

平　

川　

茂　

光

松
戸
市
民
児
協

理
事
会
構
成

会
長

平
川
茂
光

（
明
第
三
）

副
会
長

梶
原
栄
治

（
東
部
）

副
会
長

亀
澤
初
見

（
常
盤
平
）

副
会
長

小
野
順
子

（
小
金
北
部
）

会
計

廣
瀬
昌
知

（
常
盤
平
団
地
）

会
計

池
端
清
子

（
六
実
）

書
記

梅
本
み
な
子
（
明
第
二
）

書
記

星
野
進

（
高
木
）

理
事

望
月
洋
子

（
松
戸
）

理
事

山
内
幸
子

（
明
第
一
）

理
事

中
村
知

（
明
第
四
）

理
事

竹
内
恵
子

（
矢
切
）

理
事

吉
野
英
典

（
馬
橋
）

理
事

吉
岡
寛
利

（
馬
橋
西
）

理
事

叶
隆
一

（
新
松
戸
）

理
事

中
村
康
子

（
五
香
）

理
事

塩
澤
涼
子

（
小
金
南
部
）

理
事

山
本
健
治

（
小
金
原
）

監
事

吉
田
順
子

（
矢
切
）

監
事

中
村
ま
え
子
（
小
金
北
部
）

部
会
・
委
員
会
・
連
絡
会

高
齢
者
部
会

部
会
長

名
和
博
子

児
童
部
会

部
会
長

久
保
島
弘
子

援
護
部
会

部
会
長

小
川
博
章

主
任
児
童
委
員
連
絡
会

代
表

仲
奈
保
美

防
災
・
災
害
対
策
連
絡
会

代
表

相
田
澄
男

広
報
委
員
会

委
員
長

山
﨑
敏
子

509



　

令
和
４
年
11
月
24
日
「
森
の
ホ
ー
ル
21
」

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
に
伴
う
委
嘱
状
伝
達
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
任
期
は
３

年
で
す
。
今
回
松
戸
市
で
は
新
任
１
０
４

名
、
再
任
３
４
０
名
、
元
委
員
３
名
、
計

４
９
４
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
32
名
）

が
委
嘱
さ
れ
、
本
郷
谷
松
戸
市
長
か
ら
18

地
区
の
代
表
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
側
に
た
っ
た
相
談

支
援
の
活
動
理
念
の
も
と
、
地
域
福
祉
活

動
に
寄
与
す
べ
く
、
委
嘱
者
全
員
が
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
は
、
市
長
・
市
議
会
議

長
・
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
ご
臨
席

の
も
と
、
４
月
19
日
「
松
戸
市
民
劇
場
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
挨
拶
・
来

賓
祝
辞
、
表
彰
に
引
き
続
き
、
代
議
員
１

８
０
名
に
よ
り
活
動
方
針
・
各
議
案
の
審

議
・
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
活
動
方
針
】

＊
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

　

員
活
動
の
強
化
と
推
進

＊
災
害
等
に
備
え
た
民
生
委
員
・
児
童
委

　

員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
の
推
進

【
議　
　

事
】

・
議
案
第
１
号
：
令
和
４
年
度
事
業
報
告

・
議
案
第
２
号
：
令
和
４
年
度
収
入
支
出

　

決
算
報
告
な
ら
び
に
監
査
報
告

・
議
案
第
３
号
：
令
和
５
年
度
事
業
計
画

・
議
案
第
４
号
：
令
和
５
年
度
収
入
支
出

　

予
算

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
開
催
に
あ
わ
せ
て
松
戸
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
68
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

吉
本
葉
子
さ
ん(

高
木
地
区)

　
　

髙
橋
明
子
さ
ん(

常
盤
平
地
区)

【
20
年
在
職
】(

敬
称
略)

　

飯
塚
豊
子(

松
戸) 　
　

鈴
木
美
子(

松
戸)

　

佐
藤
政
江(

明
第
一) 　

芦
田
晋
二(

明
第
二)

　

山
本
廣
子(

明
第
三) 　

加
藤
雅
章(

明
第
三)

　

山
岸
統
子(

明
第
四) 　

田
中
清
子(

明
第
四)

　

大
川
悦
子(

明
第
四) 　

荻
野
禎
子(

馬
橋)

　

滝
口
輝(

高
木) 　
　
　

須
崎
美
鈴(

高
木)

　

藤
田
博
美(

常
盤
平) 　

村
井
都(

小
金
原)

【
75
歳
以
上
15
年
在
職
】(

敬
称
略)

　

永
堀
美
代
子(

松
戸) 　
　

上
村
嘉
子(

松
戸)

　

池
田
將
男(

明
第
一) 　
　

鈴
木
八
重
子(

明
第
三)

　

後
閑
八
千
代(

明
第
三) 　

植
田
洋
介(

明
第
三)

　

大
𠮷
三
也
子(

明
第
三) 　

大
辻
き
く(

明
第
三)

　

乗
田
忠
衛(

明
第
四) 　
　

大
谷
照
夫(

明
第
四)

　

松
本
和
子(

矢
切) 　
　
　

菅
原
正
人(

矢
切)

　

鈴
木
ヒ
デ
子(

馬
橋) 　
　

伊
藤
勝
子(

馬
橋
西)

　

西
川
繁
子(

高
木) 　
　
　

吉
田
啓
子(

高
木)

叙
勲　

瑞
宝
単
光
章
（
社
会
福
祉
功
労
）

　

昨
年
11
月
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
元
民
生
委
員
・

児
童
委
員
（
松
戸
地
区
前
会
長
）
の
小
島
可
代

子
さ
ん
が
、
永
年
に
わ
た
る
民
生
委
員
活
動
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

３年ぶりに対面開催された総会

令 和 ５ 年 度 予 算

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
（
退
任
者
）

松
戸
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

委
嘱
状
伝
達
式

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

令
和
５
年
度
総
会
報
告

決意も新たに委嘱式に臨む
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8 馬橋地区　会長:吉野英典 34名

馬橋地区　多くの愛で　見守る目

12 常盤平地区　会長:亀澤初見 18名

我々は気づき　傾聴そして　寄り添います
きき　

14 五香地区　会長:中村康子 33名

地域力　みんなで結ぶ　思いやり
15 六実地区　会長:池端清子 30名

むつみあい　笑顔育む　地区活動

13 常盤平団地地区　会長:廣瀬昌知 13名

思いやり　福祉の心で　街づくり

11 高木地区　会長:星野　進　34名

広げよう　心でつなぐ　高木の未来

18 小金原地区 会長:山本健治 25名

繋ごう繋がろう　小金原　みんな笑顔で幸せに

17 小金南部地区 会長:塩澤涼子 24名

声掛け 見守り 支え合い 心寄せあう小金の街を
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10 新松戸地区 会長：叶　隆一 36名
新松戸　住みよい街に　知恵を出す

16 小金北部地区 会長：小野順子 21名
福祉の輪　笑顔でつくる　小金北

5 明第四地区　会長:中村 知 32名
ひとりでも　住みよい地域　あきらよん

9 馬橋西地区　会長:吉岡寛利 22名
あいさつの　笑顔がつくる　福祉の輪

4 明第三地区 会長:平川茂光 30名
気配り　目配り　福祉の手

3 明第二地区　会長:梅本みな子 34名
和を以て 心をつなぐ 地域の安心

1 松戸地区　会長:望月洋子 37名
見守りを　心でつなぐ　福祉の輪

2 明第一地区　会長:山内幸子 27名

常に明るく　わきあいあい

6 矢切地区 会長:竹内恵子 23名

元気！　チーム矢切

7 東部地区 会長:梶原栄治 30名

困ったときにまず一言　そんな時のお手伝い　

一緒に力を合わせましょう！
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
活
動

　

町
会
長
か
ら
お
願
い
さ
れ
、
民
生
委
員

に
な
っ
て
５
年
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
を

経
験
す
る
こ
と
で
地
域
の
方
々
、
団
体
、

社
会
資
源
を
知
り
、
自
分
自
身
の
成
長
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
相
談
相
手
と
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ａ
さ
ん　
　

在
職
５
年
）　
　

こ
れ
か
ら
も
人
助
け

　

私
は
、
10
年
以
上
町
会
の
役
員
を
し
て
、

そ
の
関
係
で
、
民
生
委
員
を
受
け
ま
し
た
。

活
動
内
容
に
対
し
て
、
面
倒
だ
な
と
い
う

思
い
を
ぬ
ぐ
え
な
い
ま
ま
退
任
。

　

で
も
、
今
は
亡
き
地
区
社
協
防
災
部
長

の
人
柄
に
ひ
か
れ
、
共
に
頑
張
っ
た“

ふ

れ
あ
い
広
場

“
。
い
ろ
い
ろ
な
会
議
や
検

討
会
議
へ
出
席
。
得
が
た
い
経
験
で
し
た
。

　

た
だ
、
歳
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
も
の

ご
と
に
対
す
る
関
心
や
情
熱
が
薄
れ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、

人
助
け
の
達
成
感
へ
の
欲
求
は
シ
ッ
カ
リ

も
っ
て
い
る
か
ら
、
救
わ
れ
ま
す
。
今
後

は“

植
栽

“ “

簡
易
な
外
構
工
事

“ “

組
み

立
て
・
修
理

“
な
ど
好
き
な
こ
と
で
人
助

け
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

（
Ｂ
さ
ん　

在
職
６
年
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
お
手
伝
い

20
年
間
携
わ
り
、
役
割
も
い
ろ
い
ろ
や

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
の
時
で
し
た
。
私
は
地
域
の
中

学
校
の
卒
業
式
に
出
席
後
、
外
出
し
た
先

で
地
震
に
あ
い
、
３
時
間
か
け
て
帰
宅
。

　

心
配
に
な
っ
て
独
居
の
皆
さ
ん
の
安
否

確
認
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際“

大
丈
夫
で

し
た
。
心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

“

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
安
心
感
と

喜
び
の
一
瞬
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
に
な
っ
て
知
識
も
深
ま
り
、

地
域
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
で
き
た
ら
良
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
Ｃ
さ
ん　

在
職
20
年
）　

地
域
で
つ
な
が
り
、
福
祉
へ
つ
な
ぐ

10
年
目
。
そ
れ
ま
で
ふ
れ
る
こ
と
も
意

識
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
孤
独
死
や
子
ど

も
の
ネ
グ
レ
ク
ト
に
も
遭
遇
し
、
悩
み
な

が
ら
も
な
ん
と
か
解
決
に
導
け
た
の
も
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
行
政
を
は
じ
め
と
す
る

方
々
と
の
連
携
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

民
生
委
員
に
な
っ
て
で
き
た
地
域
で
の
つ

な
が
り
や
福
祉
へ
の
理
解
は
今
後
の
財
産

と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
私
も
高
齢
者
、
明
日
は
我
が
身
と

思
い
つ
つ
、
で
き
る
支
援
や
活
動
を
続
け

て
、
少
し
で
も
住
み
や
す
い
、
生
き
や
す

い
地
域
に
な
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。　

（
Ｄ
さ
ん　

在
職
10
年
）

自
治
会
と
の
連
携

　

４
期
を
無
事
勤
め
る
こ
と
が
で
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
任
期
中
は
、
初
め
か

ら
地
区
内
で
の“

助
け
合
い
運
動

“
を
担

当
し
、「
こ
れ
ぞ
民
生
委
員
の
本
来
業
務
」

と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
地
域
自
治
会

の
役
員
も
兼
任
し
て
、
そ
こ
で
も
助
け
合

い
運
動
が
あ
り
、
活
動
内
容
が
ほ
ぼ
同
様

だ
っ
た
た
め
、
こ
の
ふ
た
つ
の
運
動
を
一

体
化
で
き
た
事
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

民
児
協
の
皆
様
、
自
治
会
（
町
会
）
と

連
動
融
合
し
て
活
動
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
民
生
委
員
で
つ

ち
か
っ
た
知
識
を
生
か
し
、
微
力
な
が
ら

地
域
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。（
Ｅ
さ
ん　

在
職
12
年
）

独
居
の
命
綱

　

見
知
ら
ぬ
方
か
ら
の
着
信
。
出
て
み
る

と
同
じ
町
会
の
Ｊ
さ
ん
で
、
町
会
名
簿
か

ら
民
生
委
員
で
あ
る
私
に
連
絡
し
た
と
の

こ
と
。
近
所
の
Ｋ
さ
ん
の
新
聞
が
４
日
分

取
り
込
ま
れ
ず
に
あ
る
と
い
う
。

　

Ｋ
さ
ん
は
独
居
高
齢
者
。
す
ぐ
に
出
先

か
ら
帰
宅
。
Ｊ
さ
ん
と
駆
け
付
け
た
警
官

と
３
人
で
室
内
に
。
Ｋ
さ
ん
は
、
布
団
の

中
で
意
識
不
明
。
幸
い
息
が
あ
り
、
救
急

車
で
病
院
に
搬
送
。
糖
尿
病
の
悪
化
に
よ

る
発
作
だ
っ
た
。

　

Ｋ
さ
ん
は
、
埼
玉
か
ら
駆
け
つ
け
た
息

子
さ
ん
の
介
護
も
あ
り
回
復
さ
れ
た
。

　

Ｊ
さ
ん
は
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
高
齢
者

支
援
連
絡
員
と
し
て
10
年
間
、
温
か
い
ま
な

ざ
し
で
地
域
を
見
守
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｆ
さ
ん　

在
職
30
年
）

民
生
委
員
活
動
を
通
し
て
得
た
も
の

絆
、
経
験
、
そ
し
て
伝
え
た
い
こ
と

昨
年
11
月
に
退
任
さ
れ
た
方
や

　
　
　
　
　
　
　

現
役
の
方
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た



再
出
発

　

民
生
委
員
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
、
40
歳

代
の
男
性
が
う
つ
病
で
生
活
保
護
の
申
請
を

さ
れ
た
の
で
面
接
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
話

を
聞
く
と
、
会
社
が
倒
産
し
、
離
婚
さ
れ
、

苦
労
し
て
手
に
入
れ
た
真
新
し
い
家
も
競
売

に
な
る
と
の
こ
と
。
し
か
も
体
調
が
悪
く
病

院
通
い
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
と
か
。

　

こ
ん
な
事
が
立
て
続
け
に
起
き
た
ら
、
誰

で
も
健
康
で
は
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
私
は
頑
張
れ
な
い
人
、
頑
張
っ

て
も
報
わ
れ
な
い
人
た
ち
の
苦
し
み
や
辛
さ

が
わ
か
ら
ず
、
根
性
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
個
人
の
努
力
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
災
害
や
事
件
、
コ
ロ
ナ
等
の
流

行
な
ど
に
振
り
回
さ
れ
る
と
、
私
達
の
無
力

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
る
事
に
な

り
、
サ
ッ
パ
リ
と
ふ
っ
き
れ
た
よ
う
な
表
情

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
再
出
発
を
確
信

し
、
改
め
て
生
活
保
護
制
度
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
（
Ｇ
さ
ん　

在
職
10
年
）
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松戸市の人口496,793人

委員１名あたり㊟１

担当人口数

委嘱者数
（令和５年４月１日現在）

（うち主任児童委員 34 名）

名

千葉県 名

全国 名

％

男女比
（令和４年 12 月一斉改選時）

％

（千葉県） ％ ％

㊟２

日

松戸市では一日あたり

人の民生委員が活動しています

人 世帯

男性　　　　　　　　女性

（県と全国は改選時）

松戸市民生委員
年間活動のべ日数

㊟１（人口と世帯数は令和５年 4月１日松戸市ＨＰ常住人口資料より。委員数

　　　は主任児童委員を除く 466名で計算 )

㊟２（令和５年度市民児協総会資料より。毎月の活動記録の累計）

   　 その他数字（厚生労働省・千葉県民生委員児童委員協議会公表資料より）

担当世帯数

松戸市の世帯数237,180世帯

509509
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　き
づ
気
「

　り
守
見

　し
聴
傾

」
う
添
り
寄

り
お
さ
光
黒

(

)

※

ヤングケアラーに関する

松戸市の相談窓口

こども家庭センター
（旧子ども家庭相談課）

☎047-366-3941
（中央保健福祉

センター内）

2023
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会
員
委
報
広

　

　
　
　
　戸
松

　谷
渋

子
知
美

　

　
　
　一
第
明

　田
神

　昭
正

　

　
　
　二
第
明

　山
石

子
美
久

　

　
　
　三
第
明

　田
永

子
久

　

　
　
　四
第
明

　島
髙

司
孝

　

　
　
　
　切
矢

　安
髙

仁

　

　
　
　
　部
東

　野
狩

子
雅

　

　
　
　
　橋
馬

　嶋
花

代
純

　

　
　
　西
橋
馬

　間
本

子
ず
し

　

　
　
　戸
松
新

　﨑
山

子
敏

　

　
　
　
　木
高

　本
山

子
幸

　

　
　
　平
盤
常

　井
今

行
公

　

　地
団
平
盤
常

　山
杉

美
惠
智

　

　
　
　
　香
五

　原
菅

子
礼

　

　
　
　
　実
六

　本
川

子
和

　

　
　部
北
金
小

　葉
稲

理
眞

　

　
　部
南
金
小

　達
安

子
純

　

　
　
　原
金
小

　原
三

子
立

】
事
理
当
担
【    

　長
会
区
地
西
橋
馬

　岡
吉

利
寛

　

　長
会
区
地
平
盤
常

　澤
亀

見
初

　

　
　長
会
区
地
実
六

　端
池

子
清




